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　明日から冬休みに入ります。子どもたちの中には、冬休みは「寒くて勉強が思うように

進まないからある」と考えている子もいるようですが、寒さのせいなら『２月』の頃の方

が適当でしょう。 

　冬休みがこの時期にあるのは、人間の歴史と関係あるように思います。 

　人間は長い歴史の中で様々な文化を創り出してきました。暮れや正月にもそうした文化

があります。学校では到底経験できないような大切なものがあるから、学校から子どもた

ちを地域に返して冬休みとして生活させるのではないかと思うのです。ですから「暮れの

忙しさと正月の楽しさ」を十分に味わわせたいものです。 

　外は寒いので家にいることが多くなるでしょうが、テレビの前で「ごろ寝」ではこうし

た文化を受け継ぐことはできません。令和７年への新しいステップとして、ぜひ良い経験

が積める休みであってほしいと思います。 

 

　年末年始は別として、休み中、子どもだけで過ごす日も家庭によってはあるかもしれま

せん。どうぞ、自転車の乗り方や友達との遊びの内容について、よくよく話し合っておい

てください。『口うるさいなあ』と子どもから思われても、ひるむことなく親の考えをよい

意味で押しつけてほしいと思います。命の大切さは繰り返し、繰り返し語っても決してす

り減ってしまうようなものではないはずです。  

　子どもたちには自分の命を自分の力で守る力をしっかりと身につけてほしいものです。

交通事故に遭わないようにする力、病気にかからないようにする力、犯罪に巻き込まれな

いようにする力などです。そして一人前の大人として社会へ出て働いていける力を徐々に

つけていくことができるようにさせたいものです。  

 

　どの子も、どの家庭も、よい年末年始を過ごせますように。私たち三宅小職員も年末年

始でしっかりと心と身体の充電をいたします。 


